
ボート体験を通して東郷町の良さを知る

　愛知池漕艇場で、高嶺小学校６年生がボート体験をしました。
　これは総合的な学習の一環として、東郷町の良さを見つける
ために行われました。
　ボートを漕ぐ児童たちは真剣な表情。次第にコツをつかみ、
力を合わせて上手にボートを進めると、笑顔を見せていました。
　参加した森

も り

慎
し ん

之
の

介
す け

さんは「最高に楽しかった！風を切って漕
ぐのが気持ち良かった」と楽しんでいました。

高嶺小学校ボート体験
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町内福祉施設に農産物の贈り物

　町と㈲東郷農産が共同で開校しているとうごう
農学校の生徒が一生懸命育てた野菜と、ＪＡあい
ち尾東において行われた農産物共進会で出品され
た地元農家の農作物が、町内福祉施設に寄贈され
ました。
　寄贈を行った JAあいち尾東の寺澤東郷総括理事
は「各農家が丹精込めて育てた自慢の農作物を皆様
に食べていただいて、より元気になってもらえればうれ
しい」と話し、寄贈を受けたイースト・ヴィレッジの加
藤施設長は「素敵な贈り物を頂き大変うれしく思ってい
る。高齢者は食べる事と元気な事が大切。料理長が腕を
振るって利用者の方に振舞います」と話していました。

地元農産物で元気を
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避難所開設の手順を検証

　今年は、新型コロナウイルス感染症を踏まえ、参加
者を町職員や各地区の自主防災組織の代表者などに限
定して訓練を行いました。
　訓練では、避難所運営マニュアル案（感染症対策編）
に基づき、参加者が運営役と避難者役に分かれ、それ
ぞれの立場からマニュアルの実行性などの検証を行い
ました。
　参加者からは、「災害発生時には限られた人数で避
難所を開設することになるので、避難者自らが手指消
毒やソーシャルディスタンスなどの基本的な感染防止
対策を理解し、実施できるよう事前周知を徹底する必
要がある」など、多くの意見がありました。
　今後、それらの課題への対応を盛り込んだ避難所運
営マニュアルを策定していきます。

コロナ禍での防災訓練
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